
【活発な意見交換が行われました】 

【空き家バンク制度（奄美市ホームページより）】 

      

 

 
 

 
 
 

  

              

  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校区の活性化を図るために 

学校便り  №10 

令和４年１月 31 日 

奄美市立住用中学校 

2023 年，奄美群島日本復帰から 70 年 

校長  原 憲正 

2023 年，令和５年が始まりました。皆様におか

れましては，心穏やかに希望に満ちた新年を迎えた

ことだと思います。 
 

昨年度は新型コロナ感染拡大防止に伴う臨時休業

で３学期の開始が１週間遅れ，加えて始業式の前日

夜中に突然鳴り響いた津波に対する避難指示によっ

て高台へ避難し，不安な一夜を過ごしたこともあっ

て全員が疲れた表情で始業式を迎えたものでしたが

今年は何事もなく１月 10 日（火）に３学期始業式

を迎えることができました。 
 

３学期は総まとめの学期となります。始業式では

生徒の皆さんに「希望に満ちた明るい春を迎えるた

めにも規則正しい生活を心がけ健康を維持すること

節度ある行動に努めること」をお願いしました。 
 

節度ある行動といえば，３学期から住用中学校は

ノーチャイムの学校となりました。朝清掃や給食，

掃除の時間に音楽は流れますが，授業の開始や終了

などを知らせるチャイムは鳴りません。これは時を

守り自らから進んで行動する自律した生徒の育成を

目指すものです。「自律」は「自立」するために必

要なこと。生徒の皆さんにはこの姿勢をしっかりと

身に付けてほしいと思います。 
 

さて，今年は奄美群島が日本に復帰して 70 年の

節目の年。1946 年２月２日，この日を境に口之島

から奄美諸島及び琉球諸島は米軍の直接占領下に置

かれ，日本から切り離されました。島々に住む人々

の生活はひどくなる一方で，食料は不足，働き口も

ない，そして子どもたちには新しい教科書すら渡さ

れない……。そんな中『我々の復帰運動はあくまで

平和主義でいこう。非暴力でいこう。無抵抗の抵抗

でいこう』と訴えて復帰運動の先頭に立った，奄美

大島日本復帰協議会議長の 泉 芳朗 先生。 
 

様々なことが難しい状況にある今，先生の精神と

その姿勢を今一度学び，誰もが安心して暮らせる世

の中を作るために何が必要か，今の自分にできるこ

とは何か，ということを考えるのはとても大切なこ

とです。2023 年はそうした先人に学ぶ年でもある

と思います。 

 

 １月 27 日（金）に住用小・中学校活性化委員会

を住用総合支所 3 階会議室で行いました。 

活性化委員会には，住用総合支所の地域総務課，

産業建設課，地域教育課の職員や，区長のほか地域

の方々が参加し，住用小・中学校校区の児童，生徒

の減少を防ぐためにどのような取組をすればよい

かということについて 

① 空き家の活用 

② 市営住宅の状況 

③ 保育所の整備，受入 

④ 奄美くろうさぎ留学 

等について活発な意見交換が行われました。 

 地域総務課から奄美市は空き家バンク制度を宅

建協会と不動産会社と連携して行っていることや

U・I ターン向けに助成金もあるが住用町の空き家

バンクの登録数が０であること等が説明され，それ

について地域の方から，「もっと制度について周知

する努力をして欲しい。」「市営住宅の家賃が高額に

なる子育て世代には補助金を出す制度はできない

か。」等の活発な意見交換が行われました。 

 また，最後に奄美警察署交通課がこの会を活用し

て住用小・中前の信号機についての改善についての

説明と意見交換が行われました。 

 今後の住用小・中学校校区の活性化を推進する，

有意義な会となりました。 

， 

， 



【見事な技を披露してくださいました】 

 1 月 23 日（月）～27 日（金）「鹿児島をまるごと

味わう学校給食週間」の活動を行いました。給食が準

備される様子を視聴したり，給食や食にまつわる校内

放送を給食の時間に行ったり栄養教諭・給食センター

の方々へお礼の言葉をつづった日めくりカレンダー

の作成と贈呈を行ったりしました。 

 贈呈は 25 日（水），給食終了後にコンテナ回収に

来られた配送員さんに対して行い，生徒会保体部長の

川内蓮斗くんが代表してお礼の言葉を述べ，お礼状を

兼ねた日めくりカレンダーを贈呈しました。 

 

【記念品贈呈など給食週間に様々な活動を行いました】 

【二十歳の卒業生と家族で記念写真】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２/４   (土) 校内ビブリオバトル 

      （10:25～，住用中図書館） 

２/７  （火） 学年末テスト（～10 日まで） 

２/７  (火) 入学説明会 

       （15：00～，住用中図書室） 

２/11 （土） 建国記念の日 

２/17 （金)  家庭教育学級 学級ＰＴＡ 

２/19 （日） 家庭の日・市民清掃の日 

２/23 （木） 天皇誕生日  

３/２  (木) 公立高校入学学力検査（１日目） 

３/３  (金) 公立高校入試学力検査（２日目） 

３/１１ (土) 土曜授業（卒業式準備） 

３/１４（水） 第 7５回卒業式 

３/１５（水） 公立高校合格者発表 

３/２５（金)  修了式 離任式 

 

サーカスがやってきた！ 私立高校入試，無事終了 

おいしい給食に感謝 

私立高校入試が下記の日程で行われました。 

3 年生は 10 月から放課後学習や冬休み学校に

登校しての自主学習など頑張ってきました。 

未来を拓くために学び続け，自分の可能性を

たくさん広げて欲しいです。 

１/23 (月) 私立入試（樟南第二高校） 

１/24 (火)   〃 （鳳凰・城西高校） 

１/26 （木）   〃 （鹿児島高校） 

１/27 （金）   〃 （樟南高校） 

１/28 （土）   〃 （志學館高校） 

 

 1 月 25 日（水）に住用小学校で，文化庁が主催す

るサーカスのワークショップが行われ，サーカスユ

ニット「Witty Look」が来校し，一輪車を使ったパ

フォーマンスやコミカルな演出で大技を繰り出して

会場を盛り上げてくれました。 

 住用中学校の生徒も，住用へき地保育所の児童や

地域の方々と一緒に楽しみました。サーカスを初め

て見る生徒も多く，「『好きなことを突き詰めていっ

たら仕事になりました』というサーカスの方の言葉

が印象に残りました。」と感想を話していました。 

二十歳の門出，おめでとう 

1 月 3 日（火）奄美市で二十歳のつどいが

行われ，今年二十歳になる卒業生の４名が母

校の住用中学校を訪れました。 

 中学校ではタイムカプセルを開け，中身を

確認し，思い出を語ったり記念撮影をしたり

しました。住用中の卒業生であるという誇り

を胸に，これからも頑張ってください。 

  


